
 

 

 

 

 

新しい年度が始まって１か月が過ぎました。入学した１年生、そして進級した２年生から６年生の

どの学年の児童も、４月８日の気持ちのままで、前向きに頑張って生活しています。 

さて、本校では、学校（児童・教職員）、家庭、地域の方の願いや思いを踏まえて、 

＜目指す学校像＞  「やさしい言葉と笑顔があふれ 一人一人が輝く学校」 

～温かい心と心をつなぎ なりたい自分をめざす学校～ を掲げています。 

具体的なイメージとして、『やさしい言葉』が学校中で交わされ、どの児童も『笑顔』で生活して

いる情景です。このような学校で生活していれば、 

①思いやりの心や明るく前向きな心が育ちます 

  ②誰とでも仲良く過ごせるようになります 

  ③明日もまた登校したいという安心感がもてます 

  ④自分の夢や目標をもち一人一人が生き生きと学習や生活に取り組むことができます 

どの児童も先行きが不透明といわれるこれからの世の中で、前向きに仲間と共に豊かな人生を

送ることができるのではないかと考えています。 

学校では、日々の授業や学校行事や学年・学級でのイベント等の際には、目標やめあてを決め、

その実現に向けて意識して過ごせるように声をかけるなどの指導・支援を行ってまいります。 

目指す学校像は、学校だけではなく、家庭・地域とともに鶴ヶ島第一小学校の児童のために手を

携えて、目指すべきものであると考えています。そこで、こんな家庭生活を心がけていただきたいと

思う事項について、ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

子供たちの可能性は、無限大です。ぜひ、ご家庭でも＜目指す学校像・家庭像＞を参考にしてい

ただき、皆さんと一緒に温かい心と心をつなぎ、子供たちの小さな成長をしっかりほめて伸ばして

あげ、『笑顔かがやく最高の鶴ヶ島第一小学校』をつくっていきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 ゆずりは ５月号 NO２ 

令和７年５月１５日 

鶴ヶ島第一小学校 

学校だより 

学校教育目標 

かしこく なかよく たくましく 

＜ 目指す学校像 ＞ 

やさしい言葉と笑顔があふれ 一人一人が輝く学校 

～ 温かい心と心をつなぎ なりたい自分をめざす学校 ～ 

【学校教育目標】  かしこく  なかよく  たくましく 

＜目指す家庭像＞ 

〇お子様のがんばりを褒めることができ、夢や目標を応援できる家庭（かしこく） 

〇マナーを教え、社会性を培うことができる家庭（なかよく） 

〇「早寝・早起き・朝ごはん・朝うんち」の生活リズムを確立し、健康づくりができる家庭（たくましく） 



 

 

４月２２日に計画委員会が中心になって、１年生の８１名を迎

える会を行いました。２年生から６年生までの在校生が、温かい

メッセージとともにそれぞれの学年帽

子を振って、学年の色を覚えてもらう

ようにしていました。１年生にも在校生

の歓迎の気持ちが伝わっていました。

また、最後には、６年生の鼓笛演奏が

披露され、鶴ヶ島第一小学校の伝統の紹介にもなりました。 

 

 

４月２５日に、３月で本校を去られた先生方をお迎えして離任式を

行いました。お世話になった先生方に、感謝の気持ちを込めた歌を

聞いてもらったり、手紙や花のプレゼントを渡したりしました。当日は、

２年生から６年生までの在校生が一堂に体育館に集まり、先生方

の話をしっかり聞いていました。どの児童も感動的なお別れができ

ました。 

 

 

４月１６日から１年生の給食が開始されました。

初めての給食で配膳の仕方や片付けの仕方を学

んでいました。 

４月１７日に今年度の最初の委員会活動が行

われました。５年生にとっては、初めての委員会で

したが、学校のために責任をもって活動しようという姿勢が見られました。 

４月２４日には、今年度の最初のクラブ活動が行われました。４年生にと

っては、初めてのクラブでしたが、上級生と笑顔で活動している姿が見られ

ました。 

 

 

５月１２日（月）に交通安全教室を実施しました。１・２年生

は道路の歩き方、３年生以上は自転車の乗り方について指導

を受けました。「自分の命は自分で守る」ための大切な勉強を

しました。ご家族で道路を歩いたり、自転車に乗ったりするとき

は実践的に安全について学ぶチャンスです。保護者が子ども

のお手本として交通安全について繰り返しお話してください。

また、かけがえのない命を守るために、自転車に乗るときは

“命を守る乗車用ヘルメット”を積極的にかぶりましょう。 

 

初めての給食・委員会活動・クラブ活動 

 

離任式 「大変お世話になりました。」 

１年生を迎える会 

交通安全教室 「自分の命は自分で守る」 


